
地域医療を支える理事長先生、院長先生

医薬連携のご提案

とどくすり運営事務局
〒110-8560 東京都台東区台東1-5-1

おかぴファーマシーシステム株式会社

▽お問合せ▽
TEL0120-407-543
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この度は、処方せん薬宅配サービス「とどくすり」に関心をお寄せいただき
誠にありがとうございます。

とどくすりは、2020年4月10日発出の
「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の

時限的・特例的な取扱いについて」（0410事務連絡）を契機に、
治療離脱防止を視野に入れた

非接触型調剤薬局サービスとしてスタートしました。

オンラインや対面で、患者様に寄り添う薬局サービスを目指し

地域医療を支える先生方と
「医薬連携」を緊密に行うことが重要であると考えております。

とどくすりは、処方箋の応需という基本的な役割を担いつつ
地域医療を支える先生方と患者様をつなぐ架け橋になりたいと考えており

患者様の受療促進に貢献できる体制を構築しております。

コロナ禍、またアフターコロナを見据えた「医薬連携」をご検討賜りたく
何卒よろしくお願い申し上げます。

とどくすり運営事務局一同
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インターネットを活用したとどくすりのサービスとは？

「とどくすり」はインターネットを活用した
処方せん薬宅配サービスです

▼とどくすりホームページを閲覧する患者様数

月間50,000人

▼処方せん薬宅配サービスを利用する患者様

毎月600人の新規患者様

▼応需医療機関数

年間100病院 500医院

▼応需先大学病院のご紹介
国立がん研究センター、国立循環器病研究センター、国立成育医療研究センター、国立精神・神経医療研究センター、大阪大学医学部附属病院、
杏林大学医学部付属病院、慶応義塾大学病院、国立病院機構熊本医療センター、国立病院機構災害医療センター、国立病院機構三重中央医
療センター、国立病院機構神戸医療センター、国立病院機構相模原病院、埼玉県立小児医療センター、滋賀医科大学付属病院、
自治医科大学附属さいたま医療センター、順天堂大学医学部付属順天、順天堂大学医学部附属浦安、昭和大学病院、神戸大学医学部附属病
院、聖マリアンナ医科大学病院、聖路加病院、総合病院土浦協同病院、東海大学医学部付属八王子、東京医科歯科大学、東京医科大学医学
部付属病院、東邦大学医療センター佐倉、東邦大学医療センター大橋、東北大学病院、日本医科大学多摩永山病院、日本医科大学付属病院、
日本医科大学武蔵小杉病院、獨協医科大学埼玉医療センター…ほか多数（50 音順）

「とどくすり」で検索下さい

2021年9月末現在
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とどくすりの提携薬局のご紹介

「とどくすり」は、宅配対応の提携薬局と連携して
お薬の宅配と医薬連携の促進を行っています

患者様
医療機関様

処方箋

とどくすり
運営事務局

患者様の
希望薬局

【情報発信】
レポート
メルマガ

ホームページ
とどくすり通信
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とどくすりの特徴

とどくすりの特徴は「利用料0円」
「薬局待ち時間0分」「感染症予防」 「電話等で服薬指導」

一部の患者様は「薬局での待ち時間」「薬局待合での服薬指導」「薬局待合で感染症」への不満や不安から

受療控えなど、受診に対してネガティブな行動をとりがちです。

とどくすりの利用から、医療機関の受療促進へ貢献してまいります。

2021年9月末集計
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「とどくすり」は、門前薬局様と競合ではございません
患者様の受療促進にお役立ていただくサービスです

【ご注意】門前薬局様と競合ではございません

とどくすりと医薬連携を実施している医療機関様のご活用シーン

・慢性疾患で、仕事が忙しく来院が不安定な患者様限定で活用

・糖尿病など冷所保管薬が必要でもクール便で無料宅配なので、生活指導と合わせて活用

・対面で服薬指導して欲しい患者様は門前薬局で、それ以外で希望の患者様限定で活用

・門前薬局の待ち時間が長く、不満をお持ちの患者様限定で活用

・「薬局で待ちたくない」というかかりつけの患者様の利便性向上のため活用

・コロナ陽性の患者様で、門前薬局が宅配に対応していないため活用

・門前薬局の宅配料が高く、患者様の不満解消で、残薬のある患者様限定で活用

・倦怠感の強いコロナ後遺症で外出が難しい患者様限定で電話再診と合わせて活用

・かかりつけ患者様の電話再診と合わせて活用

▼地域医療を支える理事長先生・院長先生へお願い
・「麻薬」「覚醒剤原料」「毒薬」は、0410事務連絡で電話等での服薬指導や宅配はできず、患者様のご希望があっても、対面調剤薬局へご案内を
お願い申し上げます。
・ハイリスク薬などの処方は、薬剤師より確認のご連絡をさせて頂く場合がございます。お忙しい中大変恐縮ですがご協力をお願い申し上げます。
・服薬指導時の患者様の状態によって、薬剤師の判断で対面薬局へ促す場合もございます。ご了承賜りますようお願い申し上げます。
※冷所保管薬につきましては、ヤマト運輸のクール便にて、患者様のお手元にお届けいたします。
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とどくすりの応需エリア

「とどくすり」は、全国の医療機関に対応
処方箋を24時間受付しております

とどくすりは開業1年で、全国42都道府県の医療機関様の処方箋を応需

東京の3つの提携薬局から、全国へ発送しております

ヤマト運輸／全国配送
冷所保管薬はクール便にて送料無料でお届けいたします

配送期間（直営薬局「とどくすり薬局」の場合）
「医薬連携医療機関受診」「服薬指導が17時までに完了」「薬の在庫あり」の場合

当日発送：翌日配達
●当日発送の目安（医薬連携の医療機関様の場合）
16時頃までに受診完了し、16時30分までにとどくすり運営事務局へ処方箋FAXが届いていると、概ね当日発送に間に合います
※ただし、服薬指導枠が満員の場合、薬の在庫がない場合はこの限りではありません。
※患者様の状態によりお急ぎの場合は、とどくすり運営事務局へお電話いただければ対応可否をご案内いたします。
●夜間受付の処方箋
翌営業日午前中に対応を行い、当日中に服薬指導を実施いたします（患者様ご都合で翌日以降の服薬指導の場合もございます）

▼自治体公費につきましてご注意
●「全国」「東京都」以外の公費につきましては、患者様ご本人での自治体窓口での公費償還手続きが必要となります。
●上限額負担管理表を利用する患者様は、事前にとどくすり運営事務局までご連絡ください。※受付可能ですが、薬の発送に時間がかかります。



「とどくすり」は、医薬連携のポイントを数多く設置
地域医療を支える先生をご支援申し上げます

とどくすりの医薬連携①

▽患者様の状態共有が中心

① 日々のご連絡（疑義照会含む）

② 服薬指導提供書

標準的な医薬連携

▼患者様の状態共有（医薬連携の基本）

① 日々のご連絡（疑義照会含む）

② 服薬指導提供書

▼薬剤流通情報（情報のご提供）

③ 【定期発信】月1回のメールマガジン

④ 【随時発信】新薬、ジェネリック薬情報

▼患者集患（貴院情報の患者提供）

⑤ 貴院情報Webサイト無料掲載

▼電話診療費収納代行（診療費おまとめサービス）

⑥ 電話診療サポート

▼地域医療啓発／疾患啓発
⑦ ドクターインタビュー

とどくすりの場合

標準的な医薬連携よりも多くの連携ポイントを設置

集患や治療離脱をご支援する体制を構築しております

このほかにも
順次サービスを展開してまいります
ご意見・ご要望をお寄せください
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患者様から「とどくすり」利用の申し出があった場合
先生のご協力をお願い申し上げます

とどくすりの医薬連携②
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とどくすりの医薬連携③

「電話再診」「コロナ初診・再診」の先生をご支援
電話診療サポートで診察費回収の手間をなくします

利用料0円！ 初回のみ医療機関ご利用登録をお願いいたします
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患者様へ受療の促進を目的として
貴院受付でのお問合せツールをご用意しております

とどくすりの医薬連携④

患者様配布用A5チラシ

患者様からのお問合せがあった場合、配布ツールをご用意しております。
必要な枚数を事務局よりお送りいたします。

Web登録が苦手な患者様へ
記入形式の会員登録書

初回のみ、処方箋と共に
とどくすり事務局へ

FAXをお願いいたします。

保険証サイズの
とどくすり説明カード

患者様がお財布に入れて
持ち歩くカードです。

裏面には利用方法を記載しています



12

本資料中の出展や該当ページをおまとめしました
医薬連携のご検討にお役立てください

各種WebサイトQRコード

とどくすり
ホームページ

todokusuri.com

とどくすり
0410通知

todokusuri.com/why/

とどくすり
説明動画

todokusuri.com/todokusuri/
※ページ下部より動画をご覧ください

とどくすり
利用方法

todokusuri.com/clinic/
※ページ下部より動画をご覧ください

新型コロナウイルス
ご参考

出典
東北厚生局

0410通知
ご参考

出典
厚生労働省

コロナ関連診療報酬
ご参考

出典
社会保険診療報酬支払基金

オンライン診療関連
ご参考

出典
厚生労働省
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「とどくすり」を運営している、おかぴファーマシーシステム株式会社は
東証一部上場の凸版印刷株式会社の100％子会社です

運営会社

▼基本情報
社名 凸版印刷株式会社（トッパンインサツ）
所在地 東京都文京区水道1-3-3
代表者 代表取締役社長 麿 秀晴
資本金 1049億8600万円（2021年3月末）
従業員数 52,401名 （連結）

▼売上・利益2021年3月末）
連結売上高 ／1兆4669億3500万円
連結営業利益／587億8900万円
連結経常利益／580億5300万円

▼事業内容
「印刷テクノロジー」をベースに
「情報コミュニケーション事業分野」
「生活・産業事業分野」
「エレクトロニクス事業分野」
の3分野にわたり幅広い事業活動
を展開しております

▼基本情報
社名 おかぴファーマシーシステム株式会社
所在地 東京都千代田区神田和泉町1丁目
代表者 倉重 達一郎
直営薬局 とどくすり薬局（凸版印刷事業所内にて開局）

▼事業内容

WebやデータなどITをベースに
処方せん薬宅配サービス「とどくすり」
の運営
直営薬局「とどくすり薬局」の運営
医療機関の運営支援
の3分野にわたり事業運営を
展開しております。




